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広
島
テ
レ
ビ
顧
問

広
島
大
学
特
別
招
聘
教
授

三
山
秀
昭

　

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
今
回
の
広
島
開
催
で
四
九
回
目
を
迎
え
た
が
、

歴
史
に
残
る
特
筆
す
べ
き
サ
ミ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
隣
国
か
ら
侵
略
さ

れ
、
戦
禍
に
あ
る
国
の
元
首
が
、
Ｇ
７
に
対
面
（
リ
ア
ル
）
で
参
加

す
る
な
ど
前
例
が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
私
は
読
売
新
聞
の
記
者
時

代
、
日
本
国
内
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
で
の

サ
ミ
ッ
ト
取
材
の
経
験
を
持
つ
が
、
こ
ん
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
出
く
わ

し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
性

　

広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
登
場
に
よ
り
世
界
の

メ
デ
ィ
ア
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
私
の
過

去
の
サ
ミ
ッ
ト
取
材
経
験
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
事
前
に
注
目
さ

れ
た
サ
ミ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
私
が
広
島
に
住
み
、
盛
り
上

が
り
を
肌
で
感
じ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
東
京
の
全
国
紙
や
キ
ー

み
や
ま　

ひ
で
あ
き　
一
九
四
六
年
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
卒
業
、
読
売
新
聞
社
入
社
。
ワ

シ
ン
ト
ン
特
派
員
、政
治
部
長
な
ど
を
経
て
、

広
島
テ
レ
ビ
社
長
、
会
長
を
務
め
る
。
著
書

に
『
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
一
八
五
人
ヒ
ロ
シ
マ
、

ナ
ガ
サ
キ
で
発
し
た「
言
葉
」』
な
ど
。

核
問
題
を
広
島
で
考
え
る

被
爆
地
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
核
廃
絶
へ
の
願
い
と
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
厳
し
い
現
実
。
両
者
を
踏
ま
え
て
、

「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
核
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ
た
。

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
何
を
語
る
か
。

広
島
の
未
来
に
ど
ん
な
祈
り
を
込
め
た
か
。

5月21日、原爆資料館を訪
問後、慰霊碑に献花した岸
田首相とゼレンスキー大統領
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局
の
み
な
ら
ず
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
度
も
従
来
に
な
く
高
か
っ

た
。
ド
イ
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
は
広
島
テ
レ
ビ
が
展
開
し
て
い
た
折
り
鶴

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ま
で
取
材
に
来
た
。
そ
れ
は
人
類
初
の
核
兵
器
の
惨

禍
を
浴
び
た
ヒ
ロ
シ
マ
で
の
「
被
爆
地
サ
ミ
ッ
ト
」
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
こ
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
核
の
恫
喝
を
繰
り
返
し
、「
こ

れ
は
ハ
ッ
タ
リ
で
は
な
い
」
と
脅
す
状
況
が
重
な
っ
た
。
ヒ
ロ
シ
マ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
性
が
重
な
り
合
っ

て
、
注
目
度
は
高
ま
り
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
電
撃
出
席
で
そ

れ
が
沸
点
に
ま
で
達
し
た
、
と
言
え
る
。

　

今
回
は
広
島
の
ほ
か
、
名
古
屋
と
福
岡
が
サ
ミ
ッ
ト
招
致
に
名
乗

り
を
上
げ
た
。「
岸
田
首
相
は
自
分
の
選
挙
区
の
広
島
を
開
催
地
に

選
ん
だ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
何
で
も
政
局
絡
み
で
見
よ
う
と

す
る
「
永
田
町
解
説
」
で
あ
る
。

　

首
相
が
広
島
開
催
を
内
々
に
決
め
た
の
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
武
力
侵
攻
し
た
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
か
ら
数
日
後
の
月
末

だ
っ
た
。
開
催
地
が
近
年
の
各
国
サ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
に
リ
ゾ
ー
ト
で

の
「
リ
ト
リ
ー
ト
（
隠
れ
家
）
方
式
」
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
決
定
だ
っ

た
。
し
か
し
「
広
島
＝
被
爆
地
」
で
あ
る
以
上
、
平
和
公
園
で
の
慰

霊
や
平
和
記
念
資
料
館
（
原
爆
資
料
館
）
の
視
察
が
組
み
込
ま
れ
な

け
れ
ば
「
広
島
開
催
」
で
は
な
く
な
る
。
当
然
、
参
加
国
の
事
前
了

解
が
必
要
だ
。
主
会
場
を
海
辺
で
警
備
が
し
や
す
い
「
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
」
に
決
め
て
も
、
平
和
公
園
は
市
内
中
心
部
に

あ
り
、「
街
中
」
サ
ミ
ッ
ト
に
な
る
。

　

首
相
の
決
断
を
受
け
て
、米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
水
面
下
の「
説

明
」
が
始
ま
っ
た
。
核
保
有
国
で
、「
唯
一
の
原
爆
投
下
国
」
の
ア

メ
リ
カ
の
了
承
は
不
可
欠
だ
っ
た
が
、
一
六
年
五
月
の
オ
バ
マ
大
統

領
の
広
島
訪
問
の
事
例
が
あ
り
、
三
月
末
に
は
了
解
を
得
ら
れ
た
。

問
題
は
フ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
。
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
時
代
以
来
、
フ
ラ
ン

ス
は
外
交
・
安
全
保
障
政
策
で
は
米
英
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
外

務
省
も
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
は
気
を
配
っ
た
。「
広
島
で
開
催
す
る
意

味
を
説
き
、
理
解
を
得
る
た
め
に
丁
寧
に
説
得
を
続
け
た
。
フ
ラ
ン

ス
は
核
兵
器
に
関
し
て
は
他
の
核
保
有
国
と
は
違
う
ス
タ
ン
ス
だ
か

ら
だ
」（
寺
田
稔
・
核
軍
縮
核
不
拡
散
担
当
総
理
補
佐
官=

当
時
）。

こ
う
し
て
「
広
島
開
催
」
は
二
二
年
五
月
末
、
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

の
日
本
訪
問
に
合
わ
せ
て
公
式
発
表
に
こ
ぎ
着
け
た
の
が
真
相
だ
。

「
オ
バ
マ
だ
け
」
か
ら
の
広
が
り

　

核
保
有
国
首
脳
が
被
爆
地
・
広
島
を
訪
れ
た
例
は
、
二
〇
一
六
年

の
オ
バ
マ
米
大
統
領
だ
け
だ
。
ニ
ク
ソ
ン
も
カ
ー
タ
ー
も
訪
問
し
た

が
、
い
ず
れ
も
大
統
領
選
に
敗
れ
て
「
浪
人
中
の
身
」
だ
っ
た
。
も

う
一
つ
の
核
超
大
国
ロ
シ
ア
か
ら
は
、
一
九
九
二
年
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
氏
が
訪
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
ソ
連
の
解
体
で
大
統
領
を
退
い
た
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翌
年
で
あ
る
。
広
島
テ
レ
ビ
主
催
の
市
民
と
の
対
話
集
会
で
、
彼
は

「
広
島
が
沈
黙
す
る
こ
と
な
く
『
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
』
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
続
け
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
払
う
」
と
述
べ
た
上
で
、
①

政
治
と
道
義
を
結
び
付
け
よ
う
、
②
誰
も
が
国
際
法
を
守
ろ
う
、
③

正
義
を
大
切
に
し
よ
う
、
と
い
う
三
点
を
指
摘
し
た
い
、
と
語
り
か

け
た
。
今
の
プ
ー
チ
ン
に
突
き
つ
け
た
い
言
葉
だ
。
し
か
し
「
元
」

首
脳
の
言
葉
で
は
重
み
に
欠
け
る
。
現
職
に
こ
だ
わ
り
た
い
の
は
、

核
保
有
国
の
首
脳
は
、
核
の
発
射
ボ
タ
ン
を
押
す
権
限
を
持
つ
一
方

で
、
軍
縮
交
渉
を
進
め
ら
れ
る
地
位
に
あ
る
か
ら
だ
。

　

広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
米
仏
英
三
首
脳
が
そ
ろ
っ
て
「
被
爆
の
実

相
」
と
向
き
合
っ
た
。
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
と
「
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

の
関
係
に
あ
る
独
伊
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
も
加
わ
っ
た
。

　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
イ
ン
ド
の
初
代
首
相
ジ
ャ
ワ
ハ
ラ

ル
・
ネ
ル
ー
は
、
一
九
五
七
年
一
〇
月
、
娘
の
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン

ジ
ー
を
伴
っ
て
広
島
を
訪
問
し
た
。「
非
同
盟
」
の
盟
主
で
あ
る
ネ

ル
ー
は
米
ソ
の
核
武
装
・
核
実
験
に
強
く
反
対
し
て
お
り
、
約
三
万

人
の
広
島
市
民
を
前
に
「
原
水
爆
禁
止
を
良
心
的
に
対
応
で
き
な
け

れ
ば
、
人
類
は
破
滅
の
道
に
導
か
れ
る
」
と
世
界
に
訴
え
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
七
年
後
、
イ
ン
ド
は
娘
の
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
政

権
下
の
一
九
七
四
年
に
核
実
験
に
成
功
、
米
ソ
英
仏
中
に
次
ぐ
六
番

目
の
核
保
有
国
に
名
を
連
ね
た
。
以
来
、
イ
ン
ド
首
脳
の
広
島
・
長

崎
へ
の
訪
問
は
途
絶
え
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　

今
回
、
岸
田
首
相
は
サ
ミ
ッ
ト
に
Ｇ
20
議
長
国
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ

首
相
を
招
い
た
。
ネ
ル
ー
訪
問
か
ら
六
〇
有
余
年
を
経
て
、
核
兵
器

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
参
加
し
て
い
な
い
イ
ン
ド
首
脳
が
原
爆

資
料
館
で
被
爆
の
実
相
と
向
き
合
っ
た
意
義
は
重
い
。

意
義
深
か
っ
た
日
韓
首
脳
の
被
爆
者
共
同
慰
霊

　

韓
国
の
尹ユ
ン
ソ
ン
ニ
ョ
ル

錫
悦
大
統
領
が
広
島
を
訪
ね
、
原
爆
犠
牲
者
を
慰
霊

し
た
こ
と
も
意
義
深
い
。
第
二
次
大
戦
の
末
期
に
は
多
く
の
朝
鮮
半

島
出
身
者
が
徴
用
さ
れ
、
軍
都
で
あ
る
広
島
や
長
崎
で
働
い
て
い

た
。
そ
こ
へ
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
広
島
で
は
韓
国
人
二
万
余
名
が

死
亡
し
た
と
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
推
計
で
あ
り
、
そ
の
実
態
は

わ
か
っ
て
い
な
い
。「
犠
牲
者
は
誰
か
ら
の
供
養
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
そ
の
魂
は
永
く
さ
ま
よ
い
続
け
た
」
と
慰
霊
碑
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
韓
国
人
慰
霊
碑
の
建
立
ま
で
被
爆
か
ら
二
五
年
の
歳
月

を
要
し
、
当
初
は
平
和
公
園
と
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
置
か
れ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
平
和
公
園
内
に
移
さ
れ
た
の
は
さ
ら
に
三
〇
年
を
経

た
一
九
九
九
年
だ
。「
な
ぜ
、
韓
国
人
の
慰
霊
碑
を
広
島
市
が
管
理

す
る
平
和
公
園
内
に
移
す
の
か
」と
い
う
反
対
の
声
が
あ
っ
た
の
だ
。

被
爆
に
「
差
別
」
が
重
な
る
苦
難
の
経
緯
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
韓
国
や
中
国
に
は
、「
広
島
・
長
崎
は
原
爆
の
被
害
面
だ
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け
を
強
調
し
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
大
戦
中
に
日
本
が
朝
鮮
半
島
や
中

国
に
対
し
て
い
か
に
迷
惑
を
か
け
た
か
、
加
害
の
面
か
ら
目
を
そ
ら

そ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
感
情
が
あ
る
。
韓
国
や
中
国
の
首
脳
は

何
人
も
訪
日
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
一
人
も
広
島
・
長
崎
に
慰
霊
に

訪
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。

　

今
回
、
尹
大
統
領
は
サ
ミ
ッ
ト
に
招
か
れ
て
広
島
を
訪
問
し
、
岸

田
首
相
と
共
に
、
広
島
市
の
慰
霊
碑
だ
け
で
な
く
、
韓
国
人
原
爆
犠

牲
者
慰
霊
碑
に
も
祈
り
を
捧
げ
た
。
日
本
の
首
相
が
韓
国
人
慰
霊
碑

に
参
拝
し
た
の
は
、
九
九
年
に
小
渕
恵
三
首
相
が
慰
霊
碑
の
平
和
公

園
移
設
を
受
け
て
訪
れ
た
一
例
が
あ
る
の
み
。
日
韓
両
首
脳
の
共
同

慰
霊
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
こ
と
だ
。
今
回
の
共
同
慰
霊
を
、戦
中
・

戦
後
の
歴
史
の
わ
だ
か
ま
り
を
越
え
て
、
新
た
な
日
韓
関
係
を
象
徴

す
る
「
歴
史
的
エ
ポ
ッ
ク
」
と
高
く
評
価
し
た
い
。
サ
ミ
ッ
ト
が
も

た
ら
し
た
副
産
物
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
成
果
だ
。

「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
読
み
解
き
方

　

Ｇ
７
で
は
毎
回
、さ
ま
ざ
ま
な
成
果
文
書
が
採
択
さ
れ
る
。サ
ミ
ッ

ト
を
総
括
す
る
「
Ｇ
７
広
島
首
脳
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
や
、
今
回
初
め
て

個
別
文
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
核
軍
縮
に
関
す
る
Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ

ジ
ョ
ン
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
す
る
Ｇ
７
首
脳
声
明
」
な
ど
、
関
連

文
書
を
含
め
て
計
一
〇
本
の
文
書
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
特
に

注
目
さ
れ
る
の
が
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
、
被
爆

者
団
体
な
ど
か
ら
、
不
満
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。「
核
廃
絶
と
い

う
言
葉
が
な
い
」「
核
廃
絶
へ
の
道
筋
が
示
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の

批
判
も
あ
る
。

　

で
は
G
７
は
「
広
島
の
声
」
を
聞
い
て
い
な
い
の
か
。
ま
ず
、
言

葉
の
定
義
を
整
理
し
よ
う
。「
廃
絶
」
は
「
な
く
す
る
こ
と
」「
な
く

な
る
こ
と
」、「
核
軍
縮
」
は
核
弾
頭
数
や
運
搬
手
段
の
ミ
サ
イ
ル
を

「
減
ら
す
こ
と
」、「
核
不
拡
散
」
は
文
字
通
り
「
核
保
有
国
や
配
備

国
が
増
え
な
い
こ
と
」、「
核
不
使
用
」
と
は
「
使
わ
な
い
こ
と
」
で

あ
り
、「
威
嚇
」
と
は
「
使
う
ぞ
と
脅
す
こ
と
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
核
兵
器
に
よ
る
恫
喝
を
繰
り

返
し
、「
こ
れ
は
ハ
ッ
タ
リ
で
は
な
い
」
と
「
ダ
メ
押
し
」
す
る
の
は
、

ま
さ
し
く
「
核
使
用
」
で
「
威
嚇
」
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、

隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
配
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
「
拡
散
」
だ
。

　

言
葉
を
整
理
し
た
上
で
、「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
丹
念
に
読
み
解
い
て

み
よ
う
。
主
た
る
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
核
軍
縮
に
特
に

焦
点
を
当
て
た
初
の
首
脳
文
書
を
発
す
る
、②「
全
て
の
も
の
に
と
っ

て
安
全
が
損
な
わ
れ
な
い
形
で
の
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
」
に

向
け
て
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
す
る
、
③
七
七
年
間
に
及
ぶ

核
兵
器
の
不
使
用
の
記
録
の
重
要
性
を
強
調
す
る
、
④
ロ
シ
ア
の
無

責
任
な
核
の
レ
ト
リ
ッ
ク
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の
配
備
表
明
は
受
け
入
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れ
ら
れ
な
い
、
⑤
ロ
シ
ア
を
含
む
昨
年
一
一
月
の
Ｇ
20
首
脳
に
よ
る

バ
リ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
声
明
を
想
起
し
、
核
兵
器
の
威
嚇
や
使
用

は
許
さ
れ
な
い
と
の
立
場
を
表
明
す
る
、
⑥
二
〇
二
二
年
一
月
三
日

に
発
出
さ
れ
た
核
戦
争
回
避
に
関
す
る
（
ロ
シ
ア
も
含
む
）
五
核
兵

器
国
首
脳
の
共
同
声
明
を
想
起
し
、
ロ
シ
ア
に
声
明
の
言
葉
と
行
動

に
改
め
て
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
求
め
る
、
⑦
わ
れ
わ
れ
の
安
全
保
障

政
策
は
核
兵
器
が
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
、
防
衛
目
的
の
た
め
に

役
割
を
果
た
し
、
侵
略
を
抑
止
し
、
戦
争
、
威
圧
を
防
止
す
べ
き
と

の
理
解
に
基
づ
く
。

　

広
島
ビ
ジ
ョ
ン
は
冷
戦
終
結
後
の
「
核
軍
縮
」
を
今
後
も
継
続
さ

せ
、「
逆
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
は
国
際
的
な
不
拡
散
体
制
の
「
礎
石
」
だ
と
し
て
、「
不
拡
散
」

の
意
義
も
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
現
実
的
、
実
践
的
、
責
任
あ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
と
い
う
究
極
の
目

標
に
向
け
て
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

広
島
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
核
兵
器
の
な
い
」（
廃
絶
）
も
「
軍
縮
」
も
「
不

拡
散
」
も
「
不
使
用
」
も
「
威
嚇
禁
止
」
に
も
言
及
し
て
い
る
の
だ
。

　

一
部
識
者
は
「
核
な
き
世
界
」
へ
の
具
体
的
「
道
筋
」
が
示
さ
れ

て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
米
ロ
間
で
唯
一
の
核
兵
器
に
関

す
る
条
約
と
な
っ
た
「
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
」（
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）

の
履
行
停
止
を
表
明
し
た
ロ
シ
ア
に
対
し
、
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
は
復
帰

と
履
行
を
求
め
て
い
る
。
中
国
に
は
核
兵
器
や
核
物
質
の
保
有
の
情

報
公
開
な
ど
透
明
性
を
求
め
て
い
る
。
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
に
も
、
国

連
安
保
理
決
議
の
履
行
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
道
筋
」
に

触
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
カ
レ
ン
ダ
ー（
日

程
）
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
ロ
シ
ア
な
ど
相

手
が
あ
る
以
上
、
Ｇ
７
だ
け
で
日
程
を
組
ん
で
も
意
味
が
な
い
。

　

広
島
ビ
ジ
ョ
ン
は
結
び
で
、
世
界
の
指
導
者
や
若
者
、
人
々
が
広

島
、
長
崎
を
訪
問
す
る
こ
と
を
促
し
、
そ
の
具
体
論
と
し
て
若
者
、

女
性
、
市
民
社
会
の
関
与
、
参
加
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
る
と
「
核
廃
絶
の
文
言
が
な
い
」
と
い
う
批
判
は
、
あ
る
意
味
で

粗
雑
な
論
理
だ
。
ま
た
近
年
、
被
爆
者
や
被
爆
二
世
の
中
で
も
核
に

対
す
る
考
え
方
は
多
様
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果

を
率
直
に
評
価
す
る
声
も
少
な
く
な
い
。

　

岸
田
首
相
は
、
慰
霊
碑
を
背
景
に
し
た
サ
ミ
ッ
ト
総
括
の
記
者
会

見
で
「
夢
想
と
理
想
は
違
う
。
理
想
は
努
力
す
れ
ば
手
が
届
く
」
と

言
い
切
っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
だ
け
で
は
核
問
題
は
前
進
し

な
い
こ
と
を
熟
知
す
る
だ
け
に
、「
一
歩
一
歩
、
歩
み
を
進
め
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
、現
職
政
治
家
の
気
概
の
一
端
を
の
ぞ
か
せ
た
。

実
現
し
た
「
三
点
セ
ッ
ト
」

　

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
地
元
・
広
島
は
G
７
指
導
者
に
、
被
爆
の
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実
相
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
し
て
、「
三
点
セ
ッ
ト
」
を
熱
望
し
て
き

た
。
そ
れ
は
、
①
首
脳
た
ち
に
よ
る
慰
霊
碑
へ
の
献
花
、
②
資
料
館

の
視
察
、
③
被
爆
者
の
証
言
を
聴
く
こ
と
だ
っ
た
。
③
は
複
数
の
候

補
者
の
中
か
ら
小
倉
桂
子
さ
ん
（
85
）
が
選
ば
れ
た
。
小
倉
さ
ん
は

独
学
で
学
ん
だ
英
語
で
、
切
々
と
自
ら
の
被
爆
体
験
に
加
え
、
二
歳

で
被
爆
、
一
〇
年
後
に
白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
佐
々
木
禎
子
さ
ん
の

話
を
重
ね
合
わ
せ
、
首
脳
た
ち
に
「
人
間
と
し
て
感
じ
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
追
体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
た
。
首
脳
た
ち
は
小
倉
さ

ん
に
握
手
を
求
め
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
た
。「
予
定
さ
れ
た

倍
以
上
の
時
間
に
な
っ
た
」
と
小
倉
さ
ん
。
資
料
館
か
ら
出
て
き
た

首
脳
が
一
様
に
厳
粛
な
表
情
で
、
献
花
の
際
も
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
や

メ
ロ
ー
ニ
首
相
が
頬
に
手
を
当
て
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。「
被

爆
の
実
相
に
触
れ
て
」
と
い
う
、
地
元
広
島
の
熱
望
が
叶
っ
た
。

　

資
料
館
の
視
察
時
間
は
オ
バ
マ
大
統
領
の
時
が
一
〇
分
、
今
回
は

四
〇
分
だ
っ
た
が
、
被
爆
者
団
体
の
長
は
「
ま
だ
短
い
」
と
不
満
を

表
明
す
る
。
た
だ
、
そ
の
気
持
ち
の
一
端
は
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は

資
料
館
の
内
部
で
の
状
況
が
非
公
表
の
た
め
で
、
ア
メ
リ
カ
の
要

望
に
配
慮
し
過
ぎ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
の
首
脳

や
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
ら
は
、
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
た
か
を

S
N
S
な
ど
で
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
日
本
政
府
も
資
料
館
を

管
理
す
る
広
島
市
も
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

期
待
さ
れ
る
第
二
の
「
オ
バ
マ
効
果
」

　

前
述
の
よ
う
に
「
被
爆
地
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
と

重
な
り
合
っ
て
内
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
サ
ミ
ッ
ト
前

か
ら
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
広
島
入
り
し
、
サ
ミ
ッ
ト
期
間
中
も
、
本
筋

の
報
道
と
は
別
に
現
代
の
リ
ア
ル
な
「
ひ
ろ
し
ま
」
を
世
界
に
伝
え

た
。
瀬
戸
内
の
多
島
美
や
名
産
の
カ
キ
、
お
好
み
焼
き
、
折
り
鶴
も

世
界
に
発
信
さ
れ
た
。
こ
れ
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
海
外
観
光
客
を
招

き
寄
せ
る
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
オ
バ
マ
の
広
島
訪
問
後
、

欧
米
の
観
光
客
が
急
増
し
た
こ
と
で
証
明
済
み
だ
。

　

Ｇ
７
首
脳
た
ち
が
資
料
館
で
記
し
た
「
芳
名
録
」
の
言
葉
や
、
被

爆
樹
木
の
サ
ク
ラ
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
の
記
念
植
樹
も
話
題
を
集
め

そ
う
だ
。
ま
た
、
首
脳
や
配
偶
者
た
ち
は
も
う
一
つ
の
世
界
遺
産
で

あ
る
宮
島
を
訪
れ
、
厳
島
神
社
の
朱
色
の
大
鳥
居
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
が
相
乗
効
果
と
な
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

波
が
押
し
寄
せ
れ
ば
、
市
民
レ
ベ
ル
で
も
「
被
爆
の
実
相
」
が
広
く

知
ら
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
被
爆
地
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
、
廃
墟
か
ら

完
全
に
蘇
っ
た
近
代
都
市
「
ひ
ろ
し
ま
」
が
世
界
に
知
ら
れ
れ
ば
、

今
は
荒
廃
の
極
み
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
や
、
他
国
へ
逃
れ
て

い
る
避
難
民
へ
の
激
励
と
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
は
多
面
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
●


